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ヤ ブカ調査用 オ ビ トラ ッ プ に 産卵す るガ ガ ン ボ科の 1種

　　　　　　　　丁毎）ulodin α nip1 ）onica 　Alexander

　　　　　（新称 ： ニ ッ ポ ン ア シ ワ ガ ガ ン ボ）の 観察

　　　　中　野 　敬　
一

〒 105−0014 東京港区芝 2−26−7−603

Observation 　of　a　crane 　fly，丁毎）ulodina 　nipPonica 　Alexander ，

　　　 1aying　eggs 　to　a　ovitrap 　for∠Aedes 　mosqultoes

　　　　　　 　　 Keiichi　NAKANo

2−26 −7−603 ，shiba ，　Minato−ku，　Tokyo ，105−OO14，　Japan

摘要，ヤ ブカ調査用オ ビ トラ ッ プ に，4〜5 月 に 産卵す る ガ ガ ン ボ科の 1　tc　TiPulodinα nipponica

Alexander （新称 ： ニ
ッ ポ ン ア シ ワ ガ ガ ン ボ ）にっ い て ，卵か らの 飼育 と生態観察 を行 っ た の で 報告

す る．室 内飼育 に よ る本種の 生 活史 は，採卵日 か ら孵化ま で 4〜6 日，幼虫期間 （4 齢） は 60〜110

日 ， 蛹期間は 4〜7 日 で あ っ た．幼虫は水巾の デ ト リ タ ス の 他に プ ラ タ ナ ス や キ ャ ベ ツ な ど の 生葉

も摂食す る，また，水生 の 双翅 目幼虫を捕食 し，特 に ハ ナ ア ブ幼虫と セ ス ジ ユ ス リカ幼虫を好む こ

とを確認 した，

キ
ー

ワ
ー ド； ガ ガ ン ボ科，TiPulodin α niPPonic α Alexander，

ラ ッ プ，生活史，食性

ニ
ッ ポ ン ア シ ワ ガ ガ ン ボ，オ ビ ト
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は じ め に

　ガ ガ ン ボ類 は ， 細長 い 脚と腹部 ， 脈の 発達 した

細長 い 翅で 特徴づ け られ る 双翅 目長角亜群昆虫 の

総称で ある，ガ ガ ン ボ類 は ガ ガ ン ボ科 Tipulidae，

ガ ガ ン ボ ダ マ シ科 Trichoceridae ，
コ シ ボ ソ ガ ガ

ン ポ 科 Ptychopteridae ， ニ セ ヒ メ ガ ガ ン ボ 科

Tanyderidaeの 4科を含ん で い る （鳥居 ， 1997）．

こ の 中で ガ ガ ン ボ亜科 Tipulinae，
シ リブ トガ ガ

ン ボ亜科 Cylindrotominae， ヒ メ ガ ガ ン ボ 亜科

Li皿 oniinae と い う多様な グ ル
ー

フ
゜
か らな る広義
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の ガ ガ ン ボ 科 は最 も種 数 が 多 く，全 世界 に 約

14000 種を有 し， 日本で は 90 属 730 種が記録 さ

れ て い る （巾村 ， 2006 ）．ガ ガ ン ポ科 の 昆 虫に は ，

キ リ ウ ジガ ガ ン ボ TiPulα YamatotiPula α伽 o の

よ うな農業害虫 も い るが （鳥居，1997），そ の 多 く

は和名 もな く生態 もよ くわか っ て い ない 種類が多

い （中村，2006 ）．

　筆者は都市公園 な ど で オ ビ トラ ッ プ に よ りヤ ブ

カ の生息調査を行 っ て い る （中野，2002 ）が，こ

の ト ラ ッ プ に 産卵す る ガ ガ ン ボ 科 の 1種を発見

した．2005 年〜2008 年 に こ の ガガ ン ボ科 の 1 種

Tipulodina　 nipponica 　 Alexander の 卵か らの 飼

育 と観察 を行い ，生態 に っ い て 知見 を得た の で 報

告する．
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図 1 オ ビ トラ ッ プ

材料お よび方法

1． 採卵

　東京都港区に あ る公園や霊園 な ど で 2000 年 か

ら，毎年 4 〜 11 月に オ ビ ト ラ ッ プ を使用 して ヤ ブ

カ類の調査を行 っ て い る （中野，2002 ）が ，4〜5

月 に ト ラ ッ プ に ガ ガ ン ボ 科 の 1種が 産卵す る こ

とを確認 した． ト ラ ッ プ は ，内外を黒 く塗 っ た清

涼飲料水用 350cc の 缶に 水道水 100　cc と産卵用

の 木片 （長さ 10cm ， 幅 2cm ， 厚 さ 2mm の 工 作

用バ ル サ材，以 ド， 産卵板 とす る）を入れ た もの

で あ り （図 1），こ れ を調査地に あ る樹の 根元 や茂

み の 中に設 置 し， 7 日後 に 回収 して産卵板上 の 卵

を採集 した．

2． 飼育観察

　 ト ラ ッ プ の 産卵板に産卵され て い た ，
ヤ ブ カ と

は異 な る卵 （以 ド，非ヤ ブカ卵 とす る） の飼育 を

試み た．2005 年 と 2006 年 は，プ ラ ス チ ッ ク容器

（長 さ 15cm × 幅 10　cm × 深 さ 4cm ）に ，オ ビ ト

ラ ッ プ や 雨水枡 か ら採水 した水 （水深 2cm ）と混

入 して い た デ ト リタ ス （腐葉，残渣物） と産卵板

ご と非 ヤ ブ カ 卵 を 入 れ て ， 2005 年 は 屋 外 で ，

2006 年 は室 内で飼 育 した．餌 と して エ ビ オ ス 粉

末 も与え た．2007 年と 2008 年 は ， 卵を 1個ず っ

容積 15cc （2．5　cm × 3　cm × 2cm ）の 小型 の プ ラ

ス チ ッ ク容器に保管 し，室内常温下で 2 令幼虫 ま

で 飼育 した． そ の 後 ， 成長に 応 じて 9cm シ ャ
ー

レ ，そ し て ，2005 年 か ら使 用 し て い る プ ラ ス

チ ッ ク容器で飼育 した．容器に は水道水 と，餌 と

し て 2007 年 は 「め だ か の え さ 」 （日本配 合飼料

（株）） と巾 ・老齢幼虫に は キ ャ
ベ ツ や プ ラ タナ ス

b a

図 2　TiPulodina　niPPonica 幼虫の 頭部脱皮 殻 の

　　 測定対象

の 生 葉 お よ び セ ス ジ ユ ス リ カ Chironomus

yoshimatsui 幼 虫 と釣 り餌 の ア カ ム シ ユ ス リ カ

ProPsitocerus　akamusi 幼虫を与え た．2008 年 は

「めだ か の え さ 」 と落葉 （主 に ケ ヤ キ ），

ハ ナ ア ブ

SymPhidae　sp ．幼虫， セ ス ジ ユ ス リカ幼虫 ， ア カ

ム シ ユ ス リカ幼虫 ， キ ャ
ベ ッ の 葉 を与え た．

3． 種の 同定

　飼育 ドで 羽化 した成虫を，栃木県 博物館 の 中村

剛之博士 に 同定 して い ただ い た．

4． 計測

　2008 年 に ガガ ン ボ科の 卵，幼齢幼虫， 頭部 の

脱皮殻を実態顕微鏡 の マ イ ク ロ メ
ー

タ
ー

で ，中終

齢幼虫，蛹，成虫は定規，方眼用紙で 体 の 各部 を

計測 し た ．幼虫 と蛹 は体長 と体躯の ほ ぼ 巾央部 の

体幅を ， 成虫は体長 と翅長を ， 脱皮殻は縦と横 の

長 さを測定 した （図 2），なお，幼虫の 計測 は幼虫

の齢期間 ごと に 不定期 に行 っ た．

5． 摂食試験

　  双翅 目幼虫 の捕 食性

　2008 年 5〜6 月に ，本種 の 幼虫が ど の よ うな種

類 の 水生 の 双翅 圉幼虫を捕食す るか を しらべ た ，

9cm シ ャ
ー

レ に 水 道水 （水深 1cm ）と本種 の

3，4 齢幼虫を 1個 体入 れ，そ の 中に 次の 双 翅 目幼

虫を 6 個体与え，24 時間後 の捕食数 を記録 した．
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実験 に 供 し た 双 翅 目幼 虫 は， ヒ ト ス ジ シ マ カ

Aedes　albopictus 終齢幼虫，ア カ イ エ カ Culex

ρψ擁 s 終齢幼虫，セ ス ジユ ス リカ 中終齢幼虫 ，
ハ

ナ ア ブ科中齢幼虫，
ア カ ム シ ユ ス リカ 終齢幼虫で

ある．釣 り餌 と して 販売 され て い た ア カ ム シ ユ ス

リカ以外の 双翅 目幼虫は野外か ら採取 して 実験 に

供 した．

　次に ， 複数 の 種類の 双翅 目幼 虫 が混 在 した場

合，ど の 種 類 を捕 食 す る か を し ら べ た．角型

シ ャ
ー

レ （12cm × 10cm × 1．7　cm ）に水道水 （水

深 1cm ） と本種 4 齢幼虫を 1個体入れ， そ の 中

に ア カ イ エ カ終齢幼虫，セ ス ジユ ス リカ中終齢幼

虫，ハ ナ ア ブ科 中齢幼虫 ， ア カ イ エ カ蛹を各 3 個

体総計 12個体加 え，24 時間後 の捕食数を記録 し

た，な お ， 実験前 に本種 の 幼虫を絶食状態 にす る

など条件 をそ ろえ る こ とは して い な い ．

　   キ ャ ベ ッ生葉と浸漬 した ケ ヤキ落葉の 摂食量

　 本種の 幼虫 は，水中の 腐葉な ど の 他 に プ ラ タ ナ

ス やキ ャ ベ ッ の 生葉を摂食 した．キ ャ ベ ッ の 生葉

とケ ヤ キ 落 葉の 摂食量 を しらべ た．9cm シ ャ
ー

レ に 水道水 （水深 1cm ） と本種 4 齢幼虫を 1 個

体 入れ ，そ の 中 に 3cm × 3cm の サ イ ズ に 切断 し

たキ ャ ベ ツ を与え，24 時間後の 摂食量 を 記録 し

た、腐葉 と して ， 3 時間以上水 に 浸漬 した ケ ヤ キ

落葉 を与え ，2〜3 日後 の 摂食量を記録 した ．キ ャ

ベ ッ は最 初 に 重量 を 測定 し ， 24 時間後 に ペ ー

パ ータ オ ル で 水分を ふ き取 っ て か ら重量 を測定 し

た． ケヤキ落葉は ， 最初と試験終了後に ペ
ーパ ー

タオ ル で水分 をふ き取 っ てか ら重量 を測定 した．

最初と試験終了後 の 差か ら摂食量 を算定 した．測

定 に は電子天秤 （Shimazu ，　ELB120 ＞を使用 した ．

結 果

1． 同定結果

　羽化 した成虫は翅の 先端部が 黒 く， 脚 の 脛節 に

白色帯があ る こ とな どか ら TtPulodina　 niPPonica

Alexander （中村剛之博士同定）と判明 した．中村

博士 の提案に従 い ， TiPulodina 属 の 和名を ア シ ワ

ガ ガ ン ボ属， T．nipPonic α の 和名を ニ
ッ ポ ン ァ シ ワ

ガガ ン ボと命名 した． なお， 木種 は九州に分布す

る と記録 さ れ た種類 で あ り （中村，
2005 ）， 関東に

生息 して い る こ とは新知見で あ る．

2． 産卵状況

　2005 年 〜2007 年で は ， 本種 の 卵 は ， オ ビ ト

ラ ッ プ設置場所の 中で 都市公園と霊園の 特定の 箇

所で 確認 され た．都市公園で は，上部に シ イが繁

る日陰地 で，地表に は落葉 とサ サ が疎生 して い る

場所 に ある サ ン ゴ ジ ュ の 叢生で あ っ た．霊園 で

は，上木が ケ ヤ キ ，低木 と して ナ ッ ミ カ ン ，カ キ ，

ッ ッ ジが 疎生 し て い る場所 に あ る ビ ワ の 叢生 で

あ っ た． い ずれ も落葉で 草本が 密生 して い な い 場

所 に叢生 した樹木の 根元に 置い た トラ ッ プ に産卵

して い た． 2008 年で は ， 都市公 園で 今ま で 発生

の なか っ た住宅 に隣接 した カ ナ メ モ チ の 根元や公

共建物裏 の 日陰地 に設置 した ト ラ ッ プ で も本種 の

卵が確認 された．

3． 飼育状況

　2GO5 年は 32個 の 卵か ら 2 個体の 幼 虫 を飼育

した．幼虫 は デ ト リタ ス に含まれ て い た セ ス ジ ユ

ス リカ幼虫や鉢物 の 土壌 に発生 した ク ロ バ ネ キ ノ

コ バ エ 科 の 幼虫 も与 え た と こ ろ捕 食 した． しか

し， 2005 年は ， 栄養不足で あ っ た た め か ， 蛹が 水

中で 浮遊 して 安定 しな い た めか羽化で きな い まま

蛹で 死亡 した．

　 2006 年 は 4 月 26 日 に 圃収 した オ ビ ト ラ ッ プ

に産卵 され た 40 個 の 卵か ら幼虫 を飼育 した． し

か し， 餌を原因 した 水質管理 に失敗 し， 多 くの 幼

虫が 死亡 し ，
3 個体の み を飼育 した （4／29 回収卵

か ら 2個体，5／28 回収卵 か ら 1 個体）．偶然，飼

育容器の シ ャ
ー

レ 上 部にか ぶ ぜ て お い た プ ラ タ ナ

ス の 生葉を ガ ガ ン ボ幼虫 は空中 に口器を出して 摂

食する こ とを発見 した．そ の 後， 飼育容器内に 入

れ た プ ラ タ ナ ス ，ホ ウ レ ン ソ ウ，キ ャ
ベ ツ も摂食

す る こ と も確認 した．4／29 回収卵か ら の 2個体

は ， 7 月 5 日 （卵か ら成虫まで 70 日）と 7 月 8 日

（卵か ら成虫まで 73 日） に羽化 した． 5／28 回収

卵か らの 1 個体 は ， 9 月 16 日 に蛹化 （lll 冂間）

し， 9 月 23 日 に 羽化 （118 口間） した，

　 2007 年の 飼育デ
ー

タを表 1 に示す．4 月 14 日

か ら 5 月 18 囗ま で に， オ ビ ト ラ ッ プ の 産卵板で

52 個 の ガ ガ ン ボ卵を 採卵 し，卵 を室内で 個別 飼

育 し た．孵 化 数 は 34 個 体 （孵化 率 65．4％）で

あ っ た．採卵 日か ら孵化 ま で の 日数 は ，4〜6 日
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表 L 室内飼育 に よ る T．niPPonica の 生 活史 デ
ー

　　　タ （2007 年）

　 卵数

　孵化数

　孵化率

　 蛹数

　蛹化率

　成虫数

　羽化率

採卵〜孵化

幼虫期間

　蛹期間

　 　52

　 34

　 65，4％
　 　 9

　 26．5％

　 　 6
　 66．7％
4〜6 日

81〜159 日

4〜7 日

図 3TiPutodin α niPPonic α の 卵 （小 さ い 卵 は ヒ

　 　 　 ト ス ジ シ マ カ）

表 2． T．　niPPonica 幼虫 ・蛹 の 大 きさと生育期間 （2008 年）

齢 体艮 mm 体幅 mm 体色 日数
　　脱皮殼 （図 2参照 ）

a ： 長さ mm 　 　b： 幅 mm

IH

皿

W

蛹

2〜57
〜1112
〜2525
〜5029
〜32

O．2・− e．30
．7−− 1．0

2．0〜2．53
．0〜5．0

　 3．O

透明
1｝

透明
2｝

淡褐色

黒 褐色

黒褐色

　

　

　

7

　

　

　

87

779

〜
〜

　

　

　

74
乢

　

　

　

3

FOOO

「
0

0122

…
∩
」

505

｝
00

】

1

1） 脱皮殻の 色 は 薄褐色　
2｝

脱皮殻 の 色 は や や 褐色

（平均 4．4 日問）で あ る．幼虫死亡 は 18 個体で ，

5 月初旬 の 急激 な水温上昇時 （23．5℃）に幼若幼虫

の 死亡が多 くみ られた，また ， 若齢幼虫 は水 中か

らの 徘 徊能力 が 高 く， 10 個体 が容器 か ら脱 出 し

て 消失 した．蛹数 は 9 個休 （蛹率 26．5％）で ， 孵

化か ら蛹ま で の 日数 は ，
81〜159 日 で あ っ た． 7

月中旬 ま で に羽化 しな い 個体 は，9 月あ る い は 10

月に羽化 した ．成虫数 は 6 個 体 （羽化率 66．7％）

蛹化か ら羽化 ま で の 日数は ， 4 〜7 日 で あ っ た．

2007 年 の 飼育結果か ら，本種 は卵 か ら成 虫ま で

89〜172 日 （雌雄混在）で あ っ た．

　2008 年は 4 月 25 日 か ら 5 月 11 日 ま で に，オ

ビ トラ ッ プ の 産卵 板で 63 個 の ガ ガ ン ボ卵 を採卵

し ， 卵を室内で 個別飼育 し， 卵 ， 幼齢幼虫，頭部

の 脱皮殻，中老齢 幼虫，蛹，成虫の 体 の 各部を測

定 した，また，本年 は幼虫を双翅 目幼虫や生葉の

摂食実験 に 供 した．本種幼虫は 力幼虫 も捕食す る

が，幼齢幼虫 の 場合に 力幼虫 と混在 させ る と，逆

に捕食 され て しま うこ とを確認 した．

4． 生活史

　本種 の 卵は長さ約 1．O　mm ， 幅 O．3　mm ， 楕円形

で 黒色， ヒ ト ス ジ シ マ カ 卵 よ りひ と回 り大 きい

（図 3）．採卵日か ら孵化 ま で ，4〜6H で あ っ た．

幼 虫 ・蛹 の 測定 デ ータ と生育期間 を表 2 に 示す。

幼虫 は 4 齢 で あ る．初期 の 体色 は 半透 明で あ る

が ，齢が進む に っ れ て 黒褐色に 変わ る．形態 は 円

筒形で ，尾端 は裁断状を呈 し，そ の 中央部 に 1 対

の 気門が あ る．幼虫 の 尾 端に ある呼吸盤 の 肉質突

起 は 6 本で あ る （図 4）．幼虫期間 は 60〜110 日

で あ る，

　蛹は黒褐色 で ，触角 の よ うな呼吸角が頭部 に 二

本 ある （図 5）．体長 は 29〜32mm ，幅はお よそ

3mm で ， 腹部に突起が あ る． 蛹 は約 4〜7　H で

羽化す る．

　成虫 の 体長 は 20〜25mm （♂： 約 20　mm ， ♀：

約 25mm ），翅長 は 16〜 19mm で あ る （図 6）．

翅は透 明で 淡褐色 を帯 び，翅の 先端部 （Rl ＋ 2．3，4 − 5）

や 中央部 （M4）に 淡褐色の 斑紋が あ る．複 眼は黒

色 ，胸部背面部は 灰黒 色，側面部 は灰青色 で ある．
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図 4　 Tipulodina　nipPonica の 4 齢幼虫

図 5　 TiPulodina 　niPPonica の 蛹

図 6　TiPulodina　niPPonica の 成虫

腹部の 腹面 ， 脚 の 基部 ，触角の 基部 は黄褐色 で あ

る，腹部の 背面 は
， 黄褐色 に黒褐色 の 斑紋が あ る．

触角 は 13 節か らな り，基部 は黄褐色で あ るが，

そ の 他は 黒褐色 で あ る．脚 の 脛節 ， 蹄節 に 白帯が

ある．

5． 摂食試験結果

　  双翅 目幼虫 の 捕食性

　本種 の 3，4 齢 幼虫 は ハ ナ ア ブ幼 虫 と セ ス ジ ユ

ス リカ 幼虫を好 ん で 食 した．ハ ナ ア ブ幼虫 に つ い

て は，生 きた まま捕食す るだ けで な く， 殺害後の

死骸 も食 した．幼虫は 力 幼虫も捕食 し， ヒ ト ス ジ

シ マ カ幼虫 ・ 蛹は ア カ ム シ ユ ス リカ幼虫や ア カイ

ェ カ幼虫よ り捕食数が多か っ た．（表 3）．ア カ イ

ェ カ幼虫 ・ 蛹 は ハ ナ ア ブ幼虫 と セ ス ジ ユ ス リ カ幼

虫が 混 在 し て い る状況 で は ， 捕食 され なか っ た

（表 4）．

　  キ ャ ベ ッ 生葉 と ケヤ キ の 落葉の 摂食量

　本種 4 齢幼虫 は，キ ャ ベ ツ を ／日 当 り平 均

22，5〜 188．6mg 摂食 した．浸漬 した ケ ヤ キ の 落

葉は 101ng （3 日間）〜12．86　mg （2 日間）摂食

した （表 5，6）．

6。 野外観察

　2008 年 4 月 5 日 に ， 港区内に あ る緑地に 自生

す るイ ヌ ッ ゲの 樹洞の 水溜 り周辺を飛翔 し，静止

した本種成虫を 目撃 した． こ の 水溜 りに産卵板 を

設置 した と こ ろ， 1 週問後 に 本種 の 産卵 を確認 し

た．

考 察

1， 分布 に つ い て

　 ニ
ッ ポ ン ァ シ ワ ガ ガ ン ボ は ， 九州 に分布 する と

記載 されて い たが，今回，東京に 生息 して い る こ

とが わ か っ た． しか し， 本種が分布を拡大 した た

めか ，あ る い は 以前か ら分布 し て い た が 今 まで 報

告 されて い なか っ た た め か は不明で あ る，

2． 飼育下で の 生育期間 と野外の生活環 の推 測

　飼育観察の 結果，本種 の 卵か ら成虫まで の 生育

期間 は，2006 年 で は 70〜 118 日間 （3個 体），

2007 年 で は 89〜172 日間 （6 個体）， 2008 年で

は 68〜 123 日間 （6 個体）で あ っ た．本種の 成虫

に は約 2 ヶ 月〜3 ヵ 月で 羽化す る個体と約 4 ヶ 月
〜6 ヶ 月 で 羽化す る個体が お り，早期に 羽化す る

個体 の多 くは雄で あ り ， 生育期間の 長い 個体は雌
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表 3． T．　niPPonic α 幼虫に よ る双翅目幼虫 ・蛹の 捕食試験 （種類 ご と の 捕食数）

月日 室温 ℃
双翅 目幼虫 ・蛹

　　 種類

捕食数

平均値 ±標準偏差
実験数

5／17
．18

5／24−25

5／25−26

lRV5229

昭

ヒ トス ジ シ マ カ

ヒ トス ジ シ マ カ 輔

ア カ イ エ カ

4．0± O．71
3．0 ± 1．00
2．0 ± 1．09

65

ρ
Q

5／21
−22

6／11−12
6〆15−16

∩
D5

ド
0

ウ】

22
セ ス ジユ ス リカ

ァ カ ム シ ユ ス リカ

ア カ ム シ ユ ス リカ

4．5 ゴ：3．00
2．3 ± 1．37
2．7± 2．81

乙山
ρ
07

5／27−28 25 ハ ナ ア ブ科の 1種． 5．6土 O．55 尸

0

a ） 双翅目幼虫 ・蛹 の 供試虫数 は 6 個体 で あ る．
b） ヒ ト ス ジ シ マ カ 幼虫 の 実験 に は T．niPPonica 　3 齢幼虫を供 した が，そ れ 以 外 は 4 齢幼虫を供 した．

表4． T．　nipPonica 幼虫 に よ る 双翅 目幼虫 ・蛹 の

　　　捕食試験 （種類 の 嗜好性）

表 6． T．　niPPonica 幼虫 に よ る ケ ヤ キ 落葉 の 摂食

　　　試験

双翅目幼虫 ・蛹
　　 種類

捕食数

月口 室温℃
摂食量 mg

平均値＋ 標準偏差 平均値 ± 標準偏差
実験数

ハナ ア ブ科 の 1 種

セ ス ジユ ス リカ

ア カ イ エ カ

ア カ イ エ カ蛹

2．9 ± 0．38
3，0± 00

⊥ 00
± 0

5／29−6／1　　　 25　　　　　　　10．0 ：ヒ 15．49

　6／3
−5　　　　　25　　　　　 ユ2．86 ± 14．96

67

a） 試験 口 は 6／2−3，室温 23℃，実験数 は 7 で あ る．
b） 双翅目幼虫 ・蛹 の 供試虫数 は各 3 個体で あ る．

表 5． T．　niPPonica 幼 虫 に よ る キ ャ ベ ツ 生 葉 の 摂

　　　食試験

月 日 室温℃
摂食量 mg

平均値 ± 標準偏差
実験数

5／19−20
5／26−276f8

−9

3
尸
05

222 22．5± 36．55
97、0± 53，45
188 ．6± 122．67

877

で あ っ た．雄 と雌 の 発生 時期 が 著 し く．異な る の

は，不 自然で あ り，生育期間の 延長 に は，飼育環

境下 で の 水温 （夏 の 高温）や水質お よび栄養状態

が 影響 して い る 呵能性が あ る ，

　毎年，4 月〜5 月に か けて オ ビ ト ラ ッ プ に本種

の 卵が み られ る と い う こ とは ， 産卵す る成 虫が 存

在 す る と い うこ と で あ り，予想 通 り，2008 年 4

月に 本種成虫 を野外 で確認 した．ガ ガ ン ボ科の 成

虫 は
一

般 に 短 命 で あ り （鳥居， 1997 ），越冬は 成

虫 で は な く幼 虫あ る い は蛹で 行 うと考え られ る．

越冬す る と仮定 さ れ る幼虫 ・ 蛹 は，飼育観察結果

か ら 7月以 降に羽化 した成虫が交尾 ， 産卵 して発

生す る と思 われ る． と こ ろが ， 5 月以降の オ ビ ト

ラ ッ プ で は ， 本種 の 卵は確認 され て い な い ．本種

の幼齢幼虫 は ， ヒ ト ス ジ シ マ カ の 幼虫が 多数混在

して い る と捕食され て しま う こ とが あるた め， ヒ

ト ス ジ シ マ カ の 産 卵が 多 くな る 5 月以 降 の オ ビ

ト ラ ッ プ に は産卵 しな い な ど，本種成虫の 産卵行

動が 変わ っ た可能性 も考え られ る．

3． フ ァ イ トテ ル マ
ー

タ と して の オ ビ トラ ッ プ

　樹や 竹の 切 り株 に で きた 水溜ま りを フ ァ イ トテ

ル マ
ー

タ と呼 び，力類 や オ オ カ ，ヌ カ カ，ユ ス リ

カな ど の 双翅目昆虫と共 に ガガ ン ボ の 幼虫 もそ の

住人で ある （茂木 ， 1999 ）． ア シ ワ ガ ガ ン ボ属 の

ガ ガ ン ボ は フ ァ イ トテ ル マ ータ に 幼虫が生息す る

と報 告 さ れ て い る （Young ，
1999 ）．ま た，巾 村

（2006 ）は 7》oαηα （新称 ： ジ ェ
ー

ン ア シ ワ ガ ガ ン

ボ）が ケ ヤ キ の 樹洞 の 水溜 り に発牛す る こ とを報

告 して い る． ニ
ッ ポ ン ア シ ワ ガ ガ ン ボ は ， 叢生 し

て い る樹 の 根元 に ある オ ビ ト ラ ッ プを フ ァ イ トテ

ル マ ータ と同様な環境と認 識 した と思われる ．
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4． 双翅目幼虫の 捕食性と植物性食物

　飼育観察や捕食実験 の 結果 ， 本種の幼虫は水中

の デ ト リ タ ス を摂食する他に ユ ス リ カ幼虫や ハ ナ

ァ ブ幼虫 な どを好ん で 捕食 した． これ らの 幼虫は

本種と同様に水底を徘徊す る こ とが多い た め ， 捕

食さ れ やすい と思わ れ る ．た だ し， ア カ ム シ ユ ス

リカ は大型で 表皮が 硬い た め か，切断され た死骸

が残存 して い る こ とが多か っ た，

　本種 の 幼虫は ヒ ト ス ジ シ マ カ とア カ イ ェ カ幼虫

も捕食 した。イ エ カ属幼虫 は水 中浮遊物を主 に取

り込 み ， ヤ ブ カ属幼虫は水底の 沈殿物を主 に食べ

る （佐々 ，1976 ） こ とか ら，水 中に お け る 力幼虫

の 微細 な生息場所の 違い が ニ
ッ ポ ン ア シ ワ ガ ガ ン

ボ幼虫 の 捕食に影響 して い る と考え られる．っ ま

り，摂食 の た め に水底を遊泳す る性質 の ある ヒ ト

ス ジ シ マ カ幼虫の ほ うが捕食されや す か っ た と思

われる． しか し，実験時の ガ ガ ン ボ幼虫 の齢 が異

な っ て い た こ と もあ り ， 条件を合わ せ た捕食実験

や ヒ ト ス ジ シ マ カ と ア カ イ エ カ の 混在状態で の 捕

食実験 の 追試を行 い 再度検討が必要と思 われ る．

　本種 の幼虫 は，屋外で は デ ト リ タ ス や水生双翅

目幼虫な どを摂食 して い る と考え られ るが ，実験

的に は キ ャ
ベ ッ な ど の生葉 も食 する．そ の摂食量

は 落葉 よ り多 い が，生育に ど う影響す る の か は不

明で あ る．現 状の 室内飼育で は生育期 間に ば らつ

きが多 く，羽化す る成虫に交尾 ・産卵をさ せ る こ

と に は至 っ て い な い．今後，気温の 調整な ど飼育

環境 の 整備と幼虫の 食物と生育との 関係な どに っ

い て は 更な る 実験が必要と考え て い る．
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